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1.　 洗浄におよぼす付着 粒子の粒 度の影響を直接観察

･の面から走査電 子顕微鏡により検討 し，理 論的 考察をう

らづ ける目的 で研究 を行なっ た。

2.　木綿，レーヨン，ポリエステル，ポリプ ロピレン

･の各種 繊維を,  FezOj，Fe-OX, カ ーボンブ ラック(ＣＢ)，

トリステリアンなどに より，V 型 混合機 で乾式汚染 を行

なった。一方 これらをSDS により洗浄し た も の と 付

:着 ，脱落状態につい て走 査電 子顕 微鏡により観 察，比較

し た。

3.　ヨゴレの種類によ り, 付着状態は異な り, FeEOj,，

Ｆｅ-ＯＸ では凝集状態 で付着し，CB では分散して付着

し てい る。各繊維に対ナるヨゴレのつ きやすさは，定量

結果 から平均 して，ポリエ ステル＞ポリプ ロピレン＞レ

ーヨン＞モメン となった。洗浄によるヨゴレの とれやす

さは，定量結果から平均 して，モメン＞レーヨン＞ポリ

プlコピ レン＞ポリエ ステルとなった。顕微鏡 観察の結果

から，繊維に付着 するヨゴレ粒子の大きさの順位は，モ

メン＞レーヨン＞ポリプロピレン＞ポリエステルであっ

た。これはヨゴレのつ きにくさ，とれや すさの順位 と一

致し ，よご れやすい 繊維ほど，微小粒子が多く付着し ，

粒子 が小さい ほどヨゴレがとれにくい と言える。


